
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































科書を開いて仍而如件く生徒の前に饒舌り、饒舌り終れば歸る。今日然り明日亦然り十年尚一日の如し。而して先生と呼ばれ得々然として吾事終れりとす。何ぞ夫れ識見の高邁ならざる。敎育家諸君は敎育こそは天の人類に附與し得る最高の職務たるを知覺せざるか 釋迦彼 何爲し者ぞ哉、人類に慈悲を敎へたり。孔子彼れ何爲し者ぞ哉、人類に仁を敎へ り。基督彼れ何爲し者ぞ哉、人類に愛を敎へたり。吉田松陰、ペスタロッチを以てのみ眞の敎育者となすは未だ 釋迦、孔子、基督乃至古今の聖哲は皆之れ前二者と共に人類に敎ふる者にし 、亦以て 家諸君と共に齊 く敎育者に過ぎざる也。　
想ふ日蓮が松葉ヶ谷の僧庵を出でゝ鎌倉 辻に立ちて法華折伏の獅子吼を爲したるは毫も諸君が敎壇 立
ちて生徒に敎ふると相違なし。唯相違する所あるは、其精神のみ。日蓮の敎へんとする精神と諸君の敎へんとする精神の隔絶のみ。諸君に て天下に子弟に敎ふるに、日蓮 如き眞 燃ゆるが如き熱烈あらば何 異なる所か之れ有らん歟。　
自己を卑下する勿れ、諸君敎育家は唯我獨尊の地位にある者なり。天の美祿を食むもの也。人祿意とする
に足らず、境遇憂ふ に足らず。古今の聖哲と共に一身を犠牲とし 惜まず。敎へ且敎へて止まずして諸君の敎ふる子弟の中より一人たりとも千百年 偉材を出し得ば、吾人は古今の聖哲 共に諸君の効蹟を永へに
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有って居ない。我黨の着目するは此點である。擧世滔々浮薄なる間に立って、頑強に人間たるの本領に立て籠り、茲を根據として進んで一代を指導せんとするのである。今日は情實纏綿して一見明白なる理論も通用しない程に堕落した世の中である。 我黨 腐儒の如くにして、 策略の爲めに將た陰險な手段の爲めに泥棒猛々しい理窟を説く事を好ま 唯だ純眞無垢、何等情實なき束縛なきの身を以て直截に明白 る鐵案の打撃を此の社會に加へん 期するのである。我黨は 同志相依り、共同の資力を以て此の雜誌を經營して居る。已に一ヶ年の苦闘を通過して一難毎に一倍の元氣を發揮し來った。我黨は、國家を維持するものは唯だ情實に束縛せられざる純眞 る靑年の意氣に在る事を確信する。　
之を今日世間並みの眼より見れば我黨の行動は不思議でもあらう。愚かしくもあらう。然り我黨は自ら大








































今日一部には普通選擧が行はるれば、日本の政弊が一掃されて一般人民の權利が伸張され直ちに黄金時代でも來る樣な議論もあるが、我輩を以てすれば、日本人 自分の意志を以て其 選擧權を行使する時代が來ない以上、從來の政弊が到底除かれ得ないものと思ふ。今日、日本人の多數は、意志の無い生物であ 。日本人は能く團結するといふ 、意志なき者に團結 あらう筈がない。唯だ雷同あるのみ。一人の發頭者が出れば、ワーと一同に之を唱和する。彌次馬根性と言ふので 人間として最も劣等階級に屬する である。　
故に今日の急務は何よりも先きに自由意志ある人間を作る事である。之を成すには今日未だ何等社會的情









































































き責任が有るではない。自分から進んで、己れの血を絞って人に呑まする事で有 。自分 苦痛を顧みず、樂んで肉を裂いて食 する事で有る。　
自分が掘らずとも、誰か掘る可き石炭を掘り出して散財する事ではない。自分が絞らねば何人も絞る事の
































































































































































るとし、 「精神修養を説く」が、 「道學者の倫理講義」や「宗敎家の精神講話」は「世界の大勢」 「文
　　　
































































　「男子一片の志」 。斯の如きは甚だしく陳腐なる語として遇せられる。然れど、人間の生命とする處は、常に此の漠然たる「男子一片の志」に在り。之なくん 吾人は死物なり。國命を維持するものは靑年の意氣なり。靑年 意氣とは所謂「男子一片の志」なり。今日の靑年にして多少たりとも發奮興起する者「我は何を爲すべき」と苦慮せざるはなからん。此 如き苦慮は畢竟「男子一片の志」よ 發す。唯だ靑年に在って此の志は極めて漠然たり。漠然たりと雖も之れ璞玉なり。磨かば光り八表に被せん。
 何事ぞ。今日の不良老年、







































































































































































































































































































































































































































































































































































眞の義士四十幾名に過ぎざりしを曝露せ のみ。今日に於て古武士的行動 多く 見ざ が如きは、日本も世界的となりて武士階級特殊の道德た 「武士道」なるものゝ存在を許さぬ事情となり、代って一層文明なる紳士的行動を必要とせらるゝが故のみ。今日の刑法に見 、名譽に關する法律と婦人 貞潔 關する法律が人民の道德律 甚だしく低減せるを見る 故に、吾人は今日新智識を度外視 迄、精神修養をのみ絶叫する 如きは畢竟狂愚の致す所のみ。元氣と意氣のみを以て事 大成 んは覺束な 昔は、長篠の役武田家の猛將等敵の新武器たる鐵砲に射撃されて大敗せり 武田勢
怯きょう
なるに非ず。新利器に敵せざりしなり。



















爲せる題目を不問に附するは、決して治道の要諦に非るなり。之が爲めに天下の人心を疑はしむるの不祥事起る。何ぞや。權者と富者とは、 法律の外に在りとするの疑惑なり。一たび大臣となれば巨萬の富を得る事。支那の例あり。 日本亦斯の如し する者、 今日一般人民の推測なり。 推測なりと雖ども之れ牢乎たる信念なり換言すれば、人民は權者を横着至極の者と考ふるなり。今日世人皆な曰く「豈に 福岡のみならんや、若し照魔の鏡
＊４















































































































力の征服を以て長へに全世界の人類を凡て一樣ならしめんとするが如きは春夏秋冬の季と、千紫萬紅の色とを認めざらんとするの愚見にして、天地の大經を知らざる夷狄の爲のみ。然ればこそ、カイゼルが世界征服の暴思想に對して民主主義の反抗起り 國民自決主義の公道唱ヘられたるにあらずや。德ある者は求めざるも擁されて王たるべし。弱きが故に威壓を加へて虐げんとするは、他日反應を受くるの悔あらんのみ。吾は唯だ世界人類と共に、天に享けた 生を遂げんが爲に、差別分化の發達を必要 のみ。　
平等の中に差別あるは必然の勢なりと雖も、差別に執して平等を忘るゝは近來世界人類の通弊なり。偶今














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































國家富強ノ基礎ハ國民敎育ノ普及ヲ圖リテ社會ノ文化ト人類ノ福祉トヲ増進スルニ在リ。而シテ國民教育ノ本義ハ智識ノ注入ニ非ズシテ能力ノ開發ニアルコト論ヲ俟タズ。然ルニ現代ノ教育ハ物質本位ヲ主トシテ智育ニ偏重シ人物 基礎タル人格ノ養成ヲ等閑 附シ去ル傾向アルハ識者ノ齊シク痛嘆シテ止マザルトコロナリ。今ヤ我國ノ教育界ガ智育偏重 弊 鑑ミ、精神敎育ノ必要ヲ認メ社會改良ノ先驅トシテ教育改善ノ急ヲ叫ビツヽアルハ、是レ實ニ時代ノ要求トシテ吾 ノ意ヲ強クスル 足 モノナリ。而シテ我ガ國士館ハ此時代ノ趨勢ニ察ス 所アリ、敎育改善 第一着トシテ一
（大正一二年）
昨年初メテ中等部ヲ新設シ、其ノ理想ノ實ニ努力シツヽ今
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































貸シ、柴田德次郎ハ之レヲ賃借シタリ、賃借人ハ左ノ事項ヲ履行スベキコトヲ諾約シタリ一、賃貸借期間ハ大正八年四月廿九日ヨ 大正二十八年四月廿九日迄タルコト二、賃貸借物ヲ 限ニ返還セザル時ハ賃金同額ノ損害ヲ賠償スルコト三、賃借物ヲ轉 又ハ賃借権ヲ他ニ譲渡セザルコト四、賃貸借期間中ハ商議ノ上相當ノ借地料ヲ支拂フコト　　　　　　
右賃借人東京府荏原郡世田谷町元宿一〇〇八番地
　　 　
勝國寺住職
　
髙岡宏忍
　　 　　　　　　 　　　
明治十六年三月生
　　 　　
右賃借人
　
東京市麻布区笄町一八二番地
　　 　　
國士館代表
　
柴田德次郎
　　 　　
明治廿三年十二月生
此ノ證書ハ大正八年四月廿九日本職役場ニ於イテ法律ノ規定ニ從ヒ作成シタルモノナリ　　　　　　
東京市浅草区馬道町二ノ十九
　　
東京地方裁判所所属
　　 　　　　
公證人
　　　　
宮地貞頴（印）
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⑪第三〇八五號ノ一
　　
試驗檢査書
一、堀井水ノ一（南）壹種
　　
依頼者
　
國士館
　　　　　　　
目的
　
飲料適否
　
本所ニ差出シタル堀井水ニ就キ試驗ヲ遂グルニ其ノ成績左ノ如シ
一、色度
　
零度
  
一、濁度
　　　
零度
 
 
　　
一、嗅味
　
異嗅ナシ
一、反應
　
中性
  
一、クロール
　
二四、 八二二
 
　　
一、硫酸
　
痕跡
一、硝酸
　
痕跡
  
一、亜硝酸
　　
検出セズ
 
　　
一、アンモニア
　
検出セズ
一、硬度
　
一、 六二五
 
一、固形物総量
　
一二三、 〇〇〇
 　　
一、過マンガン
　一、 九七五
一、細菌聚落数
 ／
 
 
 
 
 
　　
一、酸カリウム
 
 
 
 
 
 
 
 
 消費
　　　　
備考、表中ノ数字ハ水一「リーテル」中ノ「ミリグラム」ニテ硬度ハ独乙法トス
　
右試験成績ニ據レハ該井水ハ化學的檢査上飲料ニ適スルモノト認ム
　　
東京市衛生試験所長
　
技師
　
柿澤信義（印）
第三〇八五號ノ二
　　
試験検査書
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一、堀井水ノ二（北）壹種
　　
依頼者
　
國士館
　　　　　　　
目的
　
飲料適否
　
本所ニ差出シタル堀井水ニ就キ試験ヲ遂グルニ其ノ成績左ノ如シ
一、色度
　
零度
  
一、濁度
　　　
零度
 
 
　
一、嗅味
　
異嗅ナシ
一、反應
　
中性
  
一、クロール
　
一四、 一八四
 
　
一、硫酸
　
痕跡
一、硝酸
　
痕跡
  
一、亜硝酸
　　
検出セズ
 
　
一、アンモニア
　
検出セズ
一、硬度
　
一、 六五〇
 
一、固形物總量
　
九〇、 〇〇〇
 
　
一、過マンガン
一、細菌聚落数
 ／
 
 
 
 
 
　　　
酸カリウム
　
〇、 七九〇
 
 
 
 
 
 
 
　　　
消費量
　　　　
備考、表中ノ数字ハ水一「リーテル」中ノ「ミリグラム」ニテ硬度ハ独乙法トス
　
右試験成績ニ據レハ該井水ハ化學的検査上飲料ニ適スルモノト認ム
　
大正十三年二月二十七日
　
東京市衛生試験所長
　
技師
　
柿沢信義（印）
⑫原
　
籍
　　
東京市麻布区笄町一八二番地
現住所
　　
東京府下荏原郡世田谷町世田谷千六番地
　　　　　　　　　 　　　　
柴田德次郎
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明治廿三年十二月廿日生
学業明治卅八年三月
　　
福岡縣早良郡入部村東入部高等小學校卒業
明治四拾年四月
　　
東京市芝区私立芝中學校第参學年ヘ入
明治四拾参年三月
　
仝校全科卒業
大正元年九月
　　　
早稲田大學政治経済科専門部ヘ入學
大正四年七月
　　
全（仝）
校全科卒業
大正二年 月二日
　
大學専門學校敎師學生中武道熱心家ノ愛國者ヲ糾合シテ大民社創立
大正二年九月
　　　
中華民國第弐革命ニ際シ北支ヨリ中支地方視察
大正四年八月ヨリ
　
大正五年四月迄朝鮮滿州青島地方視察
大正五年六月
　　　
月刊雑誌大民發シ主幹ス
大正六年十一月
　　
麻布笄町一八二番地ニ 士舘塾ヲ起シ 専門學校生ヲ中心トシテ政治経済哲學等ノ講
　　　　　　　　
座ヲ設ク
大正七年末ヨリ
　　
世田谷村松蔭祠畔ニ地ヲ相シ國士舘ノ移設新築ヲ始メ
大正八年九月
　　　
落成財團法人ヲ組織シ其ノ経營ニ當ル
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大正十二年
　　　　
北米合衆國首府華府ニ軍縮會議ノ開カルヽヤ、外務大臣内田康哉伯ノ推輓ニヨリ渡米、
　　　　　　　　
新シク列強ノ角遂場ニ臨ミ、續イテ大正十一年ニ及ビ英國、愛蘭、佛國、白耳義、和蘭、
　　
獨逸、端西、伊太利等ヲ視察シ 埃及印度、海峽植民地香港等ヲ経テ歸省ス
　　 　　　　
大正十二年一月十二日、秩父宮殿下御前ニ於テ「日本ヲ如何ニスベキ」ノ題下ニ講演仰付
　　 　　
ケラル現在、國士舘設立趣旨貫徹ノ爲メ務メツヽアリ
賞罰ナシ　　
右之通相違無之候也
　　
大正十四年三月二十三日
　　 　　　　　 　　
右
　
柴田德次郎
　
印
⑬　　　　　　　
維持委員會員一覽
一、金六千圓也
　　　　
三井八郎右衛門
　　
毎年出金額
一、金六千圓也
　　
岩﨑小弥太
一、金貮千圓也
　　
渋澤榮一
一、金貮千圓也
　　
安田善次郎
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一、金貮千圓也
　　　　
浅野總一郎
一、金貮千圓也
　　
日本銀行正副總裁
一、金壱千圓也
　　
大橋新太郎
一、金壱千圓也
　　
山下亀三郎
一、金壱千圓也
　　
飯田延太郎
一、金壱千圓也
　　
太田清蔵
一、金壱千圓也
　　
麻生 吉
一、金壱千圓也
　　
貝嶋太市
一、金壱千圓也
　　
住友吉右衛門
一、金壱千圓也
　　
服部金太郎
一、金壱千圓也
　　
神田鐳蔵
一、金壱千圓也
　　
鈴木商店（神戸）
一、金壱千圓也
　　
森村開作
一、金貮千圓也
　　
東京電燈会社
一、金貮千圓也
　　
日本郵船会社
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一、金六百圓也
　　　　
福澤桃介
一、金五百圓也
　　
東柘
（拓）
会社
一、金四百圓也
　　
大川平三郎
　　　
計金参萬六千五百圓也
　　　　
以上
⑭　
印
　
大正十四年度國士舘経常費豫算書（月割）
教職員謝礼
　
六人
　　　
七百五十円
事務費
　　　　　　　　　　
八十円
地代税金保險料
　　　　　
百二十円
車馬費
　　　　　　　　　　
二十円
運動部費
　　　　　　　　　
六十円
雜費
　　　　　　　　　　　
五十円
　　　
月計金壱千八十円
　　
年計金壱萬二 九百六十円
　
設備内容ニ関スル詳細ハ後日提出致スベク候
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大正十四年三月三十日
　　 　　　　　　　
財團法人國士館理事
　
柴田德次郎
　
印
⑮　　　
大正十二年度事業報告
中等部
　　
四月ニ新設シ四十名入學ヲ許可シ、文部省規定ニ準ジ中等敎育ヲ授ク
高等部
　　
生徒十名ヲ撰抜入學セシメ本館所定ノ英語、漢文、歴史、哲學、宗教、法律、経済學、社會學、
　　　　
政治學、武道ヲ教授ス
夜學部
　　
附近農村子弟ノ爲メ 午后六時ヨリ九時迄、英語 数學、地理、歴史、國語、漢文、武道ヲ教授
　　　　
ス、人員二十五名
講習會
　　
春季ハ三月二十八日ヨリ四月二日ニ至ル六日間、夏季ハ八月一日ヨリ六日、十日ヨリ十五日迄ノ
　　　　
三回ヲ本館ニ於テ開催シ、八月十八日ヨリ二十三日ニ至ル六日間ヲ秩父長瀞ニ於テ開催、政治、経
　　
済、哲學、宗教、社会學、歴史ニ就テ各專問
（門）
ノ學者ヲ招聘講習ス、講習生通計三百余名
巡回講演
　
青森、岩手、山形、宮城、朽
（栃）
木、茨城、
　（埼）
玉、神奈川、山梨、福岡 熊本、鹿児島、宮埼
（崎）
ノ各縣
　　　　
下重要都市ニ於テ世界ノ大勢ト日本現况
（況）
、吾人ノ覚悟ニ就キ巡回講演ヲ行フ。柴田館長、長瀬學長、
　　
立花大將、副島博士ノ外 理事 講師出張
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震災救恤
　
震災ニ際シ國士館ヲ開放シテ一般避難民ノ救恤ニ務ム
　　
大正十四年二月二十八日
　　 　
財團法人
　　　　
國士館
　
東京府知事殿
⑯　　　
授業料入學料額認可申請
今般國士館中學校設置ノ件別途認可申請致候處、右御認可ノ上ハ授業料入學料額、左記ノ通リ相定メ候條認可相成度此段申請候也　　　　
記
一、授業料
　　
年額五五圓（一ヶ月五圓定メ十一ヶ月分）
一、入學料
　　 　
参圓
　　
大正十四年三月三十日
　　 　　　　
財團法人國士館中學校理事
　　 　　 　　　　　　
柴田德次郎
　
印
文部大臣岡田良平殿
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（完）
　
　　　
＊大正八年、財団法人化とともに、一一月に国士舘高等部が開設され、同一二年四月に中等部が開設
　　　
されたと伝えられている。右の⑮大正十二年度事業報告も、その一端を示すものであるが、これら
　　　
国士舘高等部及び中等部設置に関する申請並びに認可書類は残っておらず、詳細は不明 り、今
　　　
後、調査・検討を要する。
